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１４
秋
闘
は
、
賃
上
げ
や
「
見
直
し
」
許
さ
な
い
、
と
り

く
み
が
各
単
組
で
進
ん
で
い
ま
す
。
豊
橋
市
職
労
、
碧
南

市
職
、
名
古
屋
市
職
労
の
と
り
く
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

豊
橋
市
職
労
は
、「
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
」
の
押
し

つ
け
は
認
め
ら
れ
な
い
と
、
労

使
協
議
を
基
本
に
す
す
め
る
こ

と
を
昨
年
秋
闘
か
ら
申
し
入

れ
。
今
年
の
秋
闘
本
番
で
は
、

１４
人
勧
の
問
題
点
に
つ
い
て
総

学
習
、
職
場
集
会
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。
団
結
署
名
や
、

統
一
行
動
日
の
１０
・
１５
退
庁
集

会
を
成
功
さ
せ
、
全
国
大
会
で

優
勝
し
た
野
球
部
の
祝
勝
報
告

会
で
、
仲
間
の
快
挙
に
駆
け
つ

け
た
５
０
０
人
に
も
訴
え
る
な

ど
、
団
結
力
を
強
め
ま
し
た
。

３
回
に
わ
た
る
団
体
交
渉

で
、
今
年
度
の
賃
金
は
人
勧
ど

お
り
に
ア
ッ
プ
さ
せ
、
通
勤
手

当
も
引
き
上
げ
回
答
を
引
き
出

し
ま
し
た
。
総
合
的
見
直
し
の

平
均
２
％
の
賃
金
切
り
下
げ
も

０
・
５
％
余
に
圧
縮
さ
せ
る
と

と
も
に
、
地
域
手
当
を
独
自
に

３
％
積
み
上
げ
さ
せ
、
す
べ
て

の
職
種
で
生
涯
賃
金
が
改

善
と
な
る
回
答
を
引
き
出

し
ま
し
た
。

書
記
長
の
星
野
さ
ん
は

「
報
告
集
会
で
は
自
然
に

拍
手
が
湧
き
、
組
合
員
参

加
で
た
た
か
い
抜
い
た
実

感
が
感
じ
ら
れ
る
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「組合員の団結で勝ちとった成
果」に感動ですと語る星野書記長
（右）と鈴木書記次長

通
勤
手
当
も
地
域
手
当
も
、

給
料
表
も
国
並
み
と
い
う
市
長

方
針
の
碧
南
市
。
市
職
は
「
近

隣
よ
り
も
給
料
が
低
い
」
と
、

早
朝
ビ
ラ
で
毎
回
全
職
員
に
訴

え
ま
し
た
。

「
地
域
手
当
を
県
並
み
に
引

き
上
げ
て
欲
し
い
」
と
い
う
市

長
宛
の
要
請
署
名
に
取
り
組

み
、
管
理
職
も
含
め
、
組
合
員

の
倍
以
上
集
め
て
い
ま
す
。

執
行
委
員
会
で
は
、「
も
っ

と
声
を
集
め
よ
う
」
と
、
市
民

病
院
の
看
護
師
さ
ん
に
も
署
名

用
紙
を
配
付
し
ま
し
た
。
要
求

運
動
を
通
じ
て
、
組
合
員
と
の

つ
な
が
り
を
強
め
、
執
行
部
が

元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
で
は
、
労
使
交
渉

で
つ
く
っ
た
到
達
点
で
あ
る
賃

金
引
き
上
げ
を
伴
う
給
与
改
定

を
、
市
長
が
認
め
な
い
中
で
、

賃
金
闘
争
が
継
続
中
で
す
。

自
治
労
連
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク

の
各
単
組
で
は
、
早
期
解
決
を

求
め
て
、
職
場
か
ら
組
合
員
の

声
を
結
集
さ
せ
る
上
申
行
動
、

団
結
署
名
、宣
伝
行
動
、決
起
集

会
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

愛
労
連
加
盟
の
３７
団
体
が
市

長
あ
て
抗
議
声
明
を
提
出
し
、

福
保
労
か
ら
は
、「
名
古
屋
市

職
員
の
賃
金
水
準
は
、
民
間
の

保
育
所
な
ど
で
働
く
労
働
者
の

賃
金
に
直
結
し
て
い
る
」
と
、

組
合
員
の
ひ
と
言
を
添
え
た
市

長
あ
て
要
請
文
を
提
出
す
る
な

ど
、
官
民
共
同
し
た
取
り
組
み

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
職

員
と
家
族
の
生
活
改
善
、
働
き

が
い
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
賃
上
げ
が
、
景
気
回

復
に
つ
な
が
る
こ
と
に
確
信
を

持
ち
、
労
働
組
合
に
結
集
し
て

た
た
か
い
を
続
け
ま
す
。

１０．１５名ブロ退庁集会に集まった１，２００人の仲間

「今、組合は元気です」
と語る小笠原委員長

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
第

２
回
中
央
委
員
会
が
、
１１
月

２２
日
、
県
本
部
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
伊
藤
委
員
長
は

「
県
知
事
選
挙
は
、
要
求
闘

争
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味

を
持
つ
。
総
選
挙
で
も
政
治

の
風
を
大
い
に
吹
か
す
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
職
場
・
地

域
か
ら
怒
り
の
世
論
を
広
げ

よ
う
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
林
書
記
長
が
「
２

万
人
県
本
部
の
回
復
と
『
春

の
月
間
』
で
、
増
勢
に
転
じ

よ
う
」「
す
べ
て
の
労
働
者

の
賃
金
引
き
上
げ
を
実
現
し

よ
う
」
な
ど
１５
春
闘
の
議
案

と
と
も
に
、
小
松
た
み
こ
さ

ん
の
推
薦
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
「
政
治
の
風
が

吹
く
今
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
賃
金
を
上
げ
、
国
民
の

職
員
の
く
ら
し
を
良
く
し
た

い
。
大
企
業
優
先
の
政
治
で

は
ダ
メ
だ
と
訴
え
た
い
」「
職

場
で
仕
事
と
労
働
実
態
を
語

り
、
地
域
に
出
て
街
の
将
来

を
語
り
、
自
治
体
労
働
組
合

と
し
て
の
存
在
意
義
を
か
け

た
運
動
を
」
な
ど
中
央
委
員

か
ら
決
意
を
込
め
た
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
２１
日
、
消
費
税
１０
％
へ

の
増
税
延
期
を
理
由
に
衆
議
院
を
解

散
。
１２
月
２
日
公
示
、
１４
日
投
票
で
第

４７
回
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

安
倍
自
公
政
権
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
是
非
を
問
う
選
挙
だ
と
打
ち
上
げ
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
、
辺
野
古

の
新
基
地
建
設
、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
労
働
者
派
遣
法
改
悪
な
ど
反
対
の

声
が
大
き
く
広
が
る
問
題
を
選
挙
の
争

点
か
ら
逸
ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
解
散
総
選
挙
は
、

安
倍
「
暴
走
」
政
治
に
対
し
て
、
国
民

の
厳
し
い
審
判
を
下
す
絶
好
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。「
選
挙
に
行
っ
て
暴
走

政
治
に
ノ
ー
の
審
判
を
」の
風
を
職
場
・

地
域
で
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

）

1144秋秋闘闘

衆
院
選
の

投
票
方
法

「
見見
直直
し
」
は
許
さ
な
い
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１１
月
２９
日
、
止
み
そ
う
で
止

ま
な
い
雨
が
降
り
続
く
空
模
様

の
中
、「
集
会
の
終
わ
る
こ
ろ

に
は
晴
れ
て
く
る
。
私
た
ち
の

力
で
今
日
の
雨
吹
き
飛
ば
す
よ

う
に
、
政
治
に
青
空
を
取
り
戻

そ
う
」
と
、
榑
松
実
行
委
員
長

（
愛
労
連
議
長
）
の
あ
い
さ
つ

で
開
会
し
た
「
も
う
お
断
り
！

安
倍
政
権

守
ろ
う
！
い
の

ち
・
く
ら
し
・
平
和

愛
知
県

民
集
会
」
が
中
区
・
白
川
公
園

で
５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
小
松
民
子
・
県

知
事
選
予
定
候
補
「
社
会
保
障

を
改
悪
し
つ
づ
け
る
安
倍
政
権

に
痛
打
を
」、
も
と
む
ら
伸
子
・

衆
議
院
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
候

補
「
く
ら
し
守
る
、
い
の
ち
守

る
、
平
和
憲
法
守
る
選
挙
に
」

と
連
帯
あ
い
さ
つ
。
愛
商
連
か

ら
「
よ
く
兼
業
農
家
と
聞
か
れ

た
が
、
い
ま
業
者
は
、
朝
・
市

場
、
昼
・
本
業
、
夜
・
飲
食
店

で
ア
ル
バ
イ
ト
と
、
く
ら
し
を

支
え
る
た
め
に
兼
業
業
者
と
い

う
ス
タ
イ
ル
が
増
え
て
い
る
」

と
、過
酷
な
実
態
が
告
発
さ
れ
、

社
保
協
、
生
協
労
連
な
ど
か
ら

安
倍
退
陣
へ
む
け
て
決
意
表

明
。
集
会
決
議
を
採
択
の
後
、

栄
交
差
点
ま
で
デ
モ
行
進
。「
憲

法
守
れ
・
９
条
壊
す
な
」「
た

め
込
ん
だ
内
部
留
保
で
賃
上
げ

を
」「
原
発
な
く
そ
う
・
即
時

ゼ
ロ
」
と
沿
道
の
人
た
ち
へ
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

雨の中でも元気に集会・デモ行進

１ 安倍自公政権と国民の願いとの矛盾が広がる
安倍自公政権は、日本を海外で戦争する国へと変質させ、世界で

一番企業が活動しやすい国にするため、消費税を８％への増税、社
会保障の引き下げ、アベノミクスという金融緩和・財政支出・成長
戦略を展開してきました。さらに、秘密保護法の強行、集団的自衛
権の憲法解釈による行使容認の閣議決定、辺野古の新基地建設推進、
労働者派遣法改悪、公務員賃金引き下げ、原発再稼働推進、ＴＰＰ
の推進など国民の声を聞かずに悪政を押し進めてきました。その結
果、実質賃金やＧＤＰもマイナスが続き、日本経済に悪影響をもた
らし、消費税増税や国民負担の増加や格差の拡大に対し国民の批判
の声は大きくなっています。

２ 運動と世論で解散に追いつめる
安倍首相は１１月２１日に衆議院を解散し、消費税１０％への再引き上

げを２０１７年４月に延期することやアベノミクスの推進について是非
を問うとしていますが、今問題となっていることは、４月に消費税
を８％に引き上げた判断や、アベノミクスを推進しても実質賃金が
上がらず景気が悪化していることです。同時に、消費税増税反対、

労働者派遣法改悪反対、憲法守れ、沖縄県知事選挙・新基地建設
反対など安倍自公政権がおしすすめる政治に対して反対の声が大き
く広がるなど国民の世論と運動に追いつめられる中で解散を迎えま
した。

３ 生活を守り、要求実現をめざす総選挙に
総選挙の争点は、安倍自公政治に対する評価を下すことにありま

す。消費税増税、社会保障改悪、労働法制改悪、集団的自衛権行使、
原発再稼働など総選挙でノーの審判を下さなければ、さらに加速し
ていく危険があります。私たちは、これまでの運動の到達点をさら
にすすめて、平和で安心して生き働くことができ憲法を守りいかす
政治を取り戻すために一人一人の参政権を行使していくことが重要
であり、総選挙はその大きなチャンスです。
広範な国民に呼びかける取り組みとともに、私たちの要求である

憲法を守りいかし、地方自治を尊重し地方財政の充実、公務員賃金
の引き上げと地域経済の回復、「行政改革」による人員削減や民営
化反対、公営企業、現業、保育、福祉、医療など公務公共サービス
の拡充、安心して働くルールの確立、全国一律最低賃金制をはじめ、
社会保障充実や消費税増税阻止など要求の実現をめざしましょう。

１１
月
１９
日
、
中
区
東
別
院
の

「
イ
ー
ブ
ル
な
ご
や
（
女
性
会

館
）」
で
、
名
古
屋
市
職
労
の

臨
時
保
育
士
さ
ん
１４
人
が
８
ヵ

園
か
ら
集
ま
り
、「
臨
職
ま
つ

り
」を
開
催
。
全
員
で
、
学
習
・

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
お
し
ゃ
べ
り

と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
臨
職
ま
つ
り
」
は
毎
年
、

仲
間
づ
く
り
と
学
習
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
学
習

テ
ー
マ
は
、「
毎
日
の
保
育
に

役
立
つ
こ
と
を
学
び
た
い
」
と

の
１
〜
２
年
目
の
保
育
士
の
要

望
に
応
え
、
担
当
す
る
園
の
仲

間
が
入
念
に
準
備
し
た
「
い
な

い
・
い
な
い
・
ば
あ
人
形
づ
く

り
」。
参
加
者
か
ら
は
「
か
わ

い
い
」「
早
速
、
明
日
子
ど
も

と
遊
び
ま
す
」
と
人
形
の
出
来

映
え
に
、
満
足
の
声
、
喜
び
の

声
が
溢
れ
ま
し
た
。

８ヵ園から１４人が参加

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上

げ
・
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

め
ざ
し
、
経
済
の
活
性
化
を
」

「
憲
法
を
守
り
『
戦
争
す
る
国

づ
く
り
』『
企
業
が
一
番
活
動

し
や
す
い
国
づ
く
り
』
と
た
た

か
う
春
闘
に
」
な
ど
を
基
本
的

な
構
え
に
掲
げ
た
春
闘
討
論
集

会（
愛
労
連
・
愛
知
春
闘
共
闘
）

が
、
１１
月
３０
日
、
労
働
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
は
、
２
０
１
５
国
民
春

闘
方
針
の
提
案
と
生
協
労
連
や

愛
知
国
公
か
ら
特
別
報
告
の
あ

と
、「
秘
密
保
護
法
廃
止
『
戦

争
す
る
国
』
づ
く
り
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
の
展
望
」
の
ミ
ニ

学
習
。
午
後
か
ら
は
３
つ
の
分

散
会
と
２
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
討
論
を
す
す
め
ま
し
た
。

▼
「
七
五
三
」
我
が
家
の
長
男

も
１７
歳
、
も
う
１０
年
も
経
つ
の

か
。
あ
ん
な
に
仲
良
し
だ
っ
た

お
父
さ
ん
と
、
こ
の
前
殴
り
合

い
に
…
。
間
に
入
っ
て
止
め
る

私
は
、
心
の
中
で
「
ド
ラ
マ
み

た
い
（
笑
）」
と
ワ
ク
ワ
ク
し

ち
ゃ
い
ま
し
た
。
成
長
し
て
い

く
ん
で
す
ね
。
何
年
か
す
る
と

巣
立
っ
て
い
く
な
ぁ
―
。

（
千
賀
亜
須
春
・
名
古
屋
市
職
労
）

▼
消
費
税
も
１０
％
に
な
る
と

か
、
な
ら
な
い
と
か
…
。
せ
め

て
嬉
し
い
こ
と
が
１
割
増
し
の

新
年
に
し
た
い
で
す
ね
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
体
脂
肪
３０
％
）

▼
豊
橋
市
職
労
が
、
全
国
野
球

大
会
で
優
勝
。
お
め
で
と
う
！

ス
ゴ
イ
！
職
場
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

（
山
本
英
治
・
豊
橋
市
職
労
）

�
も
う
お
断
り
�
安
倍
政
権

������
���	


憲法を守りいかす政治へ転換させ
私たちの要求の実現をめざしましょう
衆議院の解散総選挙アピール

い
の
ち
・
く
ら
し
・
平
和
を
守
ろ
う

�
い
な
い
・
い
な
い
・
ば
あ
人
形
�
づ
く
り
で
歓
声

�
��

�

名
古
屋
市
職
労
が
臨
職
ま
つ
り

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
を

２
０
１
５
春
闘
討
論
集
会


